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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 カロリーポン 

機能性関与成分名 ターミナリアベリリカ由来没食子酸、バナバ葉由来コロ

ソリン酸、ブラックジンジャー由来ポリメトキシフラボ

ン 

表示しようとする

機能性 

本品には、ターミナリアベリリカ由来没食子酸、バナバ

葉由来コロソリン酸、ブラックジンジャー由来ポリメト

キシフラボンが含まれます。ターミナリアベリリカ由来

没食子酸、バナバ葉由来コロソリン酸は、食後の血糖値

や中性脂肪値が上がりやすい方の、食事の糖と脂肪の吸

収を抑える機能が報告されています。本品は糖と脂肪の

多い食事をとりがちな方に適しています。 

ブラックジンジャー由来ポリメトキシフラボンは、脂肪

の代謝を助け消費しやすくする機能が報告されていま

す。 

 

２．作用機序 

 

◆ターミナリアベリリカ由来没食子酸、バナバ葉由来コロソリン酸 

 

ターミナリアベリリカは、インドの伝統医学であるアーユルヴェーダで用い

られるハーブのひとつであり、インドの多くの民族やその近隣諸国で広範囲に

利用され 1)、その果実は没食子酸を豊富に含んでいる 1,2)。また、バナバの葉は

古くからフィリピンにおいて薬用植物として広く用いられており、コロソリン

酸を含むことが報告されている 3)。 

 

①  脂肪の吸収抑制作用について 

食事に含まれる中性脂肪は、膵リパーゼによって、体内に吸収されやすい脂肪

酸やグリセロールに分解され、体内に吸収された後、中性脂肪に再合成され、リ

ンパを経由して血中に移行している 4)。膵リパーゼを阻害することにより、中性

脂肪から脂肪酸とグリセロールへの分解が抑制され、体内への中性脂肪の吸収

が抑制されることが、ヒト試験によって報告されている 5)。 

 

ヒト試験において、ターミナリアベリリカ抽出物は、プラセボと比較して、高

脂肪食摂取 6 時間後までの血中中性脂肪の曲線下面積を有意に低下させること

が報告されており 6)、このヒトにおける中性脂肪の吸収抑制作用は、膵リパーゼ
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阻害によるものであることが報告されている 7)。さらにターミナリアベリリカ抽

出物に含まれる成分のうち、強い膵リパーゼ阻害活性を示す成分として没食子

酸が同定されている 8）。また、バナバ葉に含まれるコロソリン酸についても、タ

ーミナリアベリリカ抽出物と同じく膵リパーゼ阻害作用を有することが報告さ

れている 9）。 

また、ヒト試験において、ターミナリアベリリカ抽出物およびバナバ葉抽出物

を含む食品の摂取により、プラセボと比較して食後中性脂肪の曲線下面積を有

意に低下させることが報告されており 10）、その中性脂肪の吸収抑制作用はター

ミナリア由来没食子酸およびバナバ葉由来コロソリン酸の膵リパーゼ阻害作用

によるものであることが報告されている 10)。 

 

②  糖の吸収抑制作用について 

食事に含まれる糖質は、分解酵素の働きにより、体内に吸収されやすい単糖に

まで分解された後に、体内に吸収される 11)。中でも、小腸粘膜に存在し二糖を

単糖に分解する働きを有する二糖類分解酵素には、スクラーゼ、イソマルターゼ、

マルターゼなどがあり、α-グルコシダーゼと呼ばれている 11)。この α-グルコ

シダーゼを阻害することで、二糖から単糖への分解が抑制され、食後に体内への

糖の吸収が抑制されることが、ヒト試験によって報告されている 12,13)。 

 

ターミナリアベリリカ抽出物は、α-グルコシダーゼ（スクラーゼ、イソマル

ターゼ、マルターゼ）阻害活性を有すること、ショ糖負荷後の血糖値を低下させ

ることが報告されている 7)。また、ヒト試験において、ターミナリアベリリカ抽

出物は、プラセボと比較して、米飯摂取後の血糖値の曲線下面積を有意に低下さ

せることが報告されており 14)、このヒトにおける食後の糖の吸収抑制作用は、

α-グルコシダーゼ阻害によるものであることが報告されている 7)。さらに、タ

ーミナリアベリリカ抽出物のα-グルコシダーゼ阻害活性は没食子酸によるも

のであることが報告されている 7）。バナバ葉抽出物についても、ヒト試験におい

てバナバ葉抽出物非摂取時に比べ、でんぷん質食負荷後の血糖値の曲線下面積

を有意に低下させることが報告されており 15）、バナバ葉抽出物の含有成分であ

るコロソリン酸には、α-グルコシダーゼ阻害作用があることが報告されている
16）。 

また、ヒト試験において、ターミナリアベリリカ抽出物およびバナバ葉抽出物

を含む食品の摂取により、プラセボと比較して食後血糖値の曲線下面積を有意

に低下させることが報告されており 10）、その食後血糖の吸収抑制作用はターミ

ナリア由来没食子酸およびバナバ葉由来コロソリン酸のα-グルコシダーゼ阻

害作用によるものであることが報告されている 10)。 

 

以上のことから、ターミナリアベリリカ由来没食子酸とバナバ葉由来コロソ
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リン酸は、膵リパーゼを阻害することで、食事に含まれる中性脂肪を体内に吸収

されやすい脂肪酸に分解するのを抑制し、脂肪の吸収を抑え、α-グルコシダー

ゼを阻害することで、食事に含まれる糖質を体内に吸収されやすい単糖に分解

するのを抑制し、糖の吸収を抑えていると考えられる。 

 

◆ブラックジンジャー由来ポリメトキシフラボン 

 

ブラックジンジャーにはブラックジンジャー由来ポリメトキシフラボン

（5,7-ジメトキシフラボン、3,5,7-トリメトキシフラボン、5,7,4’-トリメトキ

シフラボン、3,5,7,4’-テトラメトキシフラボン、5,7,3’,4’-テトラメトキシ

フラボン、3,5,7,3’,4’-ペンタメトキシフラボン）が含有されていることが報

告されている 17)。本商品の原材料として使用しているブラックジンジャー抽出

物は機能性関与成分ブラックジンジャー由来ポリメトキシフラボンを標準化し

ている。 

 

ブラックジンジャー抽出物は C57BL/6J 雄性マウスを用いた実験において、経口

摂取によりノルアドレナリンの放出を亢進させることが報告されている 18)。血

中に放出されたノルアドレナリンは白色脂肪組織においてホルモン感受性リパ

ーゼを活性化し、脂肪分解を促進する 19)ことから、ブラックジンジャー抽出物

の摂取はエネルギー代謝において脂肪の代謝を助け消費しやすくすることが考

えられる。 

 

ブラックジンジャー抽出物中のポリメトキシフラボンが機能性を有しているか

確認するため、ポリメトキシフラボンおよびブラックジンジャー抽出物からポ

リメトキシフラボンを除いたポリメトキシフラボン非含有画分にて脂肪分解促

進作用を評価したところ、ポリメトキシフラボン非含有画分には脂肪分解促進

作用は認められなかった 20)。一方、ブラックジンジャー抽出物及びポリメトキ

シフラボンにはいずれも有意な脂肪分解促進作用が認められ、ブラックジンジ

ャー抽出物およびポリメトキシフラボンでは作用の違いは認められなかった 4)。

ポリメトキシフラボン以外の成分は機能性に関与しなかったことから、ブラッ

クジンジャー抽出物の脂肪分解促進作用に対するポリメトキシフラボンの寄与

率はほぼ 100％であると考えられた。従って、ブラックジンジャー抽出物の脂肪

分解促進作用における機能性関与成分はブラックジンジャー由来ポリメトキシ

フラボンである。 

 

以上のことから、機能性関与成分ブラックジンジャー由来ポリメトキシフラボ

ンの摂取はエネルギー代謝において脂肪の代謝を助け消費しやすくする機能を

有すると考えられる。 
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